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②学校と地域
の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

多様な体験活動等を実施する
ために広く地域人材を活用す
ること、子ども達が安心して過
ごすことができる居場所を確保
することを課題にしている。

昨年度は推進員の追加配置を
行ったことで、地域との連携が
スムーズに行われ、地域ボラン
ティアによる登下校に関する対
応が全ての小学校で行われた。
今年度は、地域ボランティアに
よる部活動の見守りにも注力
し、教員の業務負担軽減を図っ
た。

居場所の確保を目的に広く地域人材を活
用するため、活動の周知募集等を継続し
ていく。地域学校協働活動推進員２名を
中心に月に２回程度、土曜日に放課後子
ども教室を開催し、長期休暇中にも数回
実施する。

多様な知識、スキル等をもった
幅広い世代の地域人材が講師
や地域ボランティアとして活動に
参画することにより、休日に町内
の子ども達が多様な活動を行う
ことができる機会が確保できる。
さらに、地域の方にとっても、自
らの学びを発揮できる場となり、
新たな地域人材の参画につな
がる。

地域ボランティアの
人数 50 人 60 90
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推進員の働きかけにより昨年よりも地域学校協働活動として
地域が学校の授業に介入した件数が増え、目標値に達する
ことができた。学校のニーズにあわせて地域人材との連携を
密に行うことができた。次年度は推進員が学校に滞在する
時間・場所を増やすことで先生方とのやりとりを増やしてい
く。

https://www.town.nakayama.yamag
ata.jp/soshiki/kyoikuiinkai/shougai
gakushuu/2064.html（４月中に公
表）

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。
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